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高校生の電子メールに対する利点・欠点認識が
マナー意識の形成に及ぼす影響

－携帯電話を用いたコミュニケーションに焦点を当てて－
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本研究の目的は, 高校生が携帯電話などの携帯情報端末を用いて使用する電子メール(ケータイメール)に対する利点認識,

欠点認識, マナー意識の関連性を把握し, 今後の情報モラル教育の実践に向けて基礎的資料を得ることである｡ 高校生計

728名を対象とした調査から, 主に携帯電話を用いて電子メールを使用していると回答した高校生計658名を分析の対象とし

た｡ その結果, 全体では利点・欠点認識の両者が共にマナー意識の形成に影響していた｡ しかし, 使用頻度の違いやトラブ

ル経験の有無等によって, マナー意識への影響力に差異が認められた｡ 特に, 使用頻度の少ない生徒では利点認識の影響力

が消失する一方で, 使用頻度とトラブル経験が共に多いヘビーユーザの生徒においては, 逆に利点認識の影響力が強まる傾

向がそれぞれ示された｡
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１. はじめに
本研究の目的は, 高校生が携帯電話などの携帯情報端

末を用いて使用する電子メール (ケータイメール) に対

する利点認識, 欠点認識, マナー意識の関連性を把握し,

今後の情報モラル教育の実践に向けた基礎的資料を得る

ことである｡

高校生のインターネット使用に関して情報モラルの問

題が指摘されて久しい｡ 内閣府調査 (2007) によれば,

高校生の96�0％が携帯電話を使用し, 95�5％が携帯電話

を用いたインターネット利用を経験している１)｡ 特に,

携帯電話やスマートフォン等の機能の一つである電子メー

ルは, 既に高校生の主要なコミュニケーションツールと

なっている｡ しかし, 現在, 高校では, 生徒のインター

ネット使用による被害やトラブル, ネットいじめなどの

問題が危惧されている｡ ネットいじめには, 電子メール

を用いるケースが頻繁にある｡ 例えば, 特定の生徒に対

する中傷メール等を個人または集団で, 連続的もしくは

断続的に送信するなどである｡ 2009年に公開された ｢平

成20年児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関す

る調査｣ の結果では, パソコンや携帯電話等で誹謗中傷

や嫌なことをされた経験の構成比が, 小・中・高・特別

支援学校の全体において5�3％とされている２)｡ しかし,

高校生においてはその構成比が18�9％と著しく高い｡

このような情報化社会の影の部分への対応として, 高

校生の情報モラルの向上を図ることは重要な課題である｡

ここでいう情報モラルとは, ｢情報社会において, 適正

な活動を行うための基になる考え方や態度｣ である｡ 文

部科学省が2009年に刊行した ｢教育の情報化に関する手

引｣ においても, 小中高一貫した体系的な情報教育にお

いて, 適切に児童生徒に対する情報モラルの指導を行う

ことが重要であると指摘している３)｡

しかしながら, その実践は教育現場にとって必ずしも

容易ではない｡ その背景として, 情報モラルが生徒の内

面にある感情や意識, 価値観や経験と密接に関連してい

ることが挙げられる｡ このことについて三宅 (2005) は,

中学･高校･大学生の情報倫理に関する意識の分析を通し

て, 高校情報科の授業の中で情報倫理に対する問題意識

を向上させることが重要であると指摘している４)｡ この

ような観点から生徒の情報モラルに関する意識の実態把

握やその形成に関連する要因の探索が行われている｡ 例

えば, 鈴木ら (2006) は, 高校生を対象に, 電子メール

や���, チャットなどの使用時に対人関係で重視され

る社会的スキルを調査し, 高校生が相手の気持ちやルー

ル, マナーに配慮していることを指摘している５)｡ また,

三宅 (2006) は, 中学･高校･大学生の情報倫理に関する

意識と道徳的規範意識の関係を調査し, 高校生の情報倫

理意識の低下が顕著であることから, 高校生への情報倫

理教育は重要であり, 情報倫理意識と道徳的規範意識を

共に高めていく教育が必要であると指摘している６)｡ こ

のことについて宮川・森山 (2011) は, 情報モラルに対

する意識と道徳的規範意識との関連性を詳細に分析し,

｢節度｣ や ｢正義・規範｣ などの意識に基づいて情報モ

ラル指導を展開することが重要であると指摘している７)｡

一方, 高校生の電子メール使用に対する意識について

は, 大貫ら (2007) が高校生の電子メール利用時に重要

視される社会的スキルについて調査を行い, 日常生活に

おける社会的スキルが高い生徒は気持ちの配慮により気

をつけていることを指摘している８)｡ さらに, 木内ら

(2008) は, 携帯電話によるコミュニケーション過程の

分析を行い, 通話やメールの使用が対人関係の親密性に

影響を及ぼすと指摘している９)｡

この問題について筆者らは, 高校生を対象に, 電子メー

ルに対する利点や欠点の認識, コミュニケーションにお

ける配慮事項等を探索的に把握することを試みた (森山

ら2010, 以下, 前報とする)10)｡ 高校生計541名を対象と

した自由記述調査を実施し, 得られたコメントをテキス

トマイニングによって分析した｡ その結果, 利点認識で

は ｢電子メールの用途｣, ｢コミュニケーションの対象｣,

｢電子メールの特徴｣ の３主題が, 欠点認識では ｢悪質

なメールによる被害やトラブル｣, ｢メール使用時の制約

と限界｣, ｢時間の浪費｣ などの８主題が, マナー意識で

は ｢チェーンメールへの適切な対処｣, ｢わかりやすい文

章の工夫｣ などの５主題がそれぞれ抽出された｡

そこで本研究では, 筆者らが前報で抽出した計16主題

に基づいて, 生徒が電子メール使用に対して抱く利点・

欠点認識, マナー意識の状況を把握しうる測定尺度を構

成することにした｡ その上で, 利点・欠点認識がマナー

意識の形成にどのような影響を及ぼしているかについて

検討し, 今後の情報モラル指導の改善に向けた基礎的知

見を得ることにした｡

２. 研究の方法
2.1 調査対象

�県内公立高校生728名を対象に調査を実施した｡ 有

効回答は688名 (有効回答率94�5％) であった｡ このう

ち, 携帯電話を用いて電子メールを使用していると回答

した生徒計658名を分析対象とした｡

2.2 調査項目

� 電子メールの利用状況

電子メールの利用状況について使用頻度, 使用年数,

トラブル経験, 重要性認識, などの５項目について回答

させた｡ 使用頻度では, ｢毎日頻繁に｣ ｢ほぼ毎日数回｣

｢２～３日に数回｣ ｢週に数回程度｣ ｢ほぼ使用しない｣

の選択肢から一つを回答させた｡ 使用期間では, ｢６年

以上｣ ｢４～５年以内｣ ｢２～３年以内｣ ｢１年以内｣ の

選択肢から一つを回答させた｡ トラブル経験では, ｢と

電子メールに対する利点・欠点認識がマナー意識の形成に及ぼす影響 	




てもある｣ ｢少しある｣ ｢あまりない｣ ｢全くない｣ の選

択肢から一つを回答させた｡ 重要性認識に関しては,

｢なくてはならない｣ ｢あった方が良い｣ ｢なくても良い｣

｢全く必要ない｣ の選択肢から一つを回答させた｡

� 電子メールに対する意識を把握するための項目

前報で抽出した16主題に, 鈴木らの抽出した ｢高校生

のケータイメール利用時に気をつけていること｣ の項目

を付加し, 利点認識 (９項目), 欠点認識 (８項目), マ

ナー意識 (10項目) を以下のように作成した｡ なお, 回

答形式はいずれも４件法とした｡

① 電子メールの利点認識に関する質問項目

電子メールの利点認識では, 前報で得られた３主題の

構成要素であるコメントから質問項目を作成した｡ まず,

主題 ｢電子メールの用途｣ では ｢普段一緒にいない子と

かの相手のこともいろいろ知れるとこ｣, ｢普段話さない

人とメールとかから友だちが増えたりする｣, ｢たくさん

の人に一度で連絡を送れる｣ などのコメントから ｢メー

ルは, 友人や仲間と人間関係を深めたり維持したりする

のに役立つこと｣, ｢メールは, 新しい人間関係を広げて

いくのに役立つこと｣, ｢メールは, 一度にたくさんの人

と素早く情報を共有するのに役に立つこと｣ の３つの質

問項目を作成した｡ 主題 ｢コミュニケーションの対象｣

では ｢遠くにいる人とのコミュニケーションがとれるこ

と｣, ｢学校ではあまり出会って話さない人ともできる｣

などのコメントから, ｢身近な友人だけでなく, 遠くに

いる人ともコミュニケーションが取れること｣, ｢仲の良

い友人だけでなく, 普段あまり話さない人ともコミュニ

ケーションが取れること｣ の２つの質問項目を作成した｡

主題 ｢電子メールの特徴｣ では ｢メールは残るので内容

を後でも見ることができる｣, ｢電話とは違って自分の時

間の空いている時に使える｣, ｢直接言いにくいことでも

メールなら言いやすい｣, ｢些細なことでも気軽に聞きや

すい｣ などのコメントから ｢メールの内容が残っている

ため, 後で自由に読み返せること｣, ｢電話と違って自分

の空いている時間に使用することができること｣, ｢直接

言いにくいことでも, メールを使うと言いやすいこと｣,

｢メールは些細なことや, あまり重要でないことでも気

軽に聞きやすいこと｣ の４つの質問項目を作成した｡

② 電子メールの欠点認識に関する質問項目

電子メールの欠点認識では, 前報で得られた８主題か

ら, 主題の構成要素であるコメントを参考に, それぞれ

１主題につき１項目ずつ質問項目を作成した｡

まず, 主題 ｢悪質なメールによる被害やトラブル｣ か

ら ｢メールによる悪質な被害やトラブルがあること｣,

主題 ｢メール使用時の制約と限界｣ から ｢返信がすぐに

来ないなど, 断片的なコミュニケーションになること｣

を, 主題 ｢時間の浪費｣ から ｢メールでのやり取りに時

間を費やすこと｣ を, 主題 ｢使用料金に対する負担感｣

から ｢使用料金が高いこと｣ をそれぞれ作成した｡ また,

主題 ｢誤解によるトラブルの危険性｣ から ｢メールのや

り取りの中で, 誤解やトラブルが起こること｣ を, 主題

｢非言語コミュニケーションの欠如｣ から ｢相手の表情

や話し方がメールを通して分からないこと｣ を, 主題

｢相手の感情を理解することの困難さ｣ から ｢メールを

通して相手の気持ちを理解することが難しいこと｣ を,

主題 ｢自分の感情伝達の困難さ｣ から ｢メールを通して

相手に自分の気持ちを伝えることが難しいこと｣ をそれ

ぞれ作成した｡

③ 電子メールのマナー意識に関する質問項目

電子メールのマナー意識では, 前報で得られた５主題

から, 主題の構成要素であるコメントを参考に, それぞ

れ１項目ずつ質問項目を作成した｡ さらに, 鈴木らが調

査した ｢高校生がケータイメール利用時に気をつけてい

ること｣ に対する具体的な記述例を参考に, ５項目を追

加し, 計10項目を作成した｡ まず, 主題からの質問項目

では, 主題 ｢チェーンメールへの適切な対処｣ から ｢チェー

ンメール等の迷惑メールに対して適切な対処をしている｣

を, 主題 ｢わかりやすい文章の工夫｣ から ｢文章を相手

の分かりやすいように作成している｣ を, 主題 ｢絵文字

による感情表現の工夫｣ から ｢絵文字や顔文字等を使用

して自分の気持ちを表現するようにしている｣ をそれぞ

れ作成した｡ また, 主題 ｢言葉遣いへの配慮｣ から ｢相

手に失礼にならないように, 文章の言葉遣いに気をつけ

ている｣ を, 主題 ｢相手の立場や状況への配慮｣ から

｢相手の立場, 状況, 時間帯に気をつけている｣ をそれ

ぞれ作成した｡ 次に, 鈴木らの得た ｢高校生のケータイ

メール利用時に気をつけていること｣ から, 内容確認を

示す ｢送信する前に読み返すなど, 相手に自分の言いた

いことが伝わるか確認するようにしている｣, 依存度を

示す ｢重要な連絡はメールだけに頼らないようにしてい

る｣ と ｢メールをむやみに送りすぎないようにしている｣,

一般的マナーを示す ｢質問に答えてもらったら必ずお礼

をするなど, 礼儀を守るようにしている｣, 返信に対す

る配慮を示す ｢返信は可能な状況なら必ずするようにし

ている｣ の５項目を追加した｡

2.3 調査の手続き

調査は, 2009年６月から７月にかけて実施した｡ 調査

は依頼した学校の教員によって, ホームルームの時間等

に行われた｡ 調査後, 電子メールの利用状況の単純集計

の後, 電子メールに対する意識各尺度を構成した｡ 尺度

の構成では, 各尺度別に��相関による弁別性の確認,

及び主因子法による因子分析を行い, 尺度項目を精選し

た｡ 各尺度の構成後, 利点・欠点認識とマナー意識との

関連性について線形回帰モデルに基づく重回帰分析を行っ

た｡
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３. 結果と考察
3.1 分析対象者の状況

まず, 携帯電話を用いて電子メールを使用していると

回答した分析対象者658名について, 電子メールの利用

状況を集計した｡ その結果, 全体の75�1％が１日に数回

以上電子メールを使用し, 使用経験３年以内が60�4％で

あった｡ 使用頻度では男女間の差異は認められなかった

が, 学年間に差異が認められた (表１)｡ すなわち, １

年生では毎日頻繁に電子メールを使用すると回答した生

徒 (39�3％) が, ２年生では２～３日に数回程度電子メー

ルを使用すると回答した生徒 (21�4％) がそれぞれ有意

に多くなった (χ2 (8)＝36�13����01)｡ 一方, トラブル

経験では, ｢とてもある｣ 及び ｢少しある｣ と回答した

生徒の割合が, 表２に示すように, 男子 (15�2％) より

も女子 (24�6％) の方が有意に多くなった (χ 2

(3)＝14�24����01)｡ また, 電子メールの重要性認識で

は, 表３に示すように, ｢なくてはならない｣ と回答し

た生徒の割合が, ２年生 (26�1％) と３年生 (18�7％)

に比べて１年生 (35�9％) の方が有意に多くなった

(χ2 (4)＝16�32����01)｡

これらのことから, ①高学年ほど, 電子メールの使用

頻度や重要性認識が低下していくこと, ②同程度の使用

頻度であっても, 男子に比べて女子の方が, トラブル経

験が多い傾向がそれぞれ示唆された｡ このような実態を

持つ生徒の状況として, 以下の分析を進める｡ なお, 以

下の分析では, 使用頻度において, ｢毎日頻繁に｣, ｢ほ

ぼ毎日数回｣ と回答した生徒を使用頻度多群, ｢２～３

日に数回｣ ｢週に数回程度｣ ｢ほぼ使用しない｣ と回答し

た生徒を使用頻度少群とする｡ また, 使用期間において,

｢６年以上｣, ｢４～５年｣ と回答した生徒を４年以上使

用群, ｢２～３年｣, ｢１年以内｣ と回答した生徒を３年

以下使用群とする｡ 同様に, トラブル経験において,

｢とてもある｣, ｢少しある｣ と回答した生徒をトラブル

経験多群, ｢あまりない｣, ｢全くない｣ と回答した生徒

をトラブル経験少群とした｡ そして, 重要性認識におい

て, ｢なくてはならない｣, ｢あった方が良い｣ と回答し

た生徒を重要性認識高群, ｢なくても良い｣, ｢全くない｣

と回答した生徒を重要性認識低群とする｡

3.2 電子メールに対する意識各尺度の構成

電子メールに対する意識を把握するために設定した利

点認識９項目, 欠点認識８項目, マナー意識10項目につ

いてそれぞれ��相関を行った｡ その結果, いずれの項

目も相関係数が�40を上回り, 尺度の弁別性が確認され

た｡

次に, 各尺度に対して因子分析を行った｡ 主因子法で

固有値の初期解を求めたところ, いずれの尺度も１因子

構造であることが確認された｡ そのため, 因子の回転は

施さなかったが, 質問項目の精度を高めるために, 初期

解の因子負荷量の絶対値�35を基準に項目を選択し, 再

び因子分析を行った｡ その結果, マナー意識尺度10項目

から ｢７. 重要な連絡はメールだけに頼らないようにし

電子メールに対する利点・欠点認識がマナー意識の形成に及ぼす影響 ��
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ている｣ と ｢９. 返信は可能な状況なら必ずするように

している｣ の２項目が除かれ, ８項目に再編された｡ 利

点・欠点認識尺度については削除される項目はなかった｡

以上の手続きを経て選択された利点認識尺度９項目, 欠

点認識尺度８項目, マナー意識尺度８項目を以下の分析

に使用することとした｡ なお, 再編後のα係数は, 利点

認識尺度α＝�80, 欠点認識尺度α＝�79, マナー意識尺

度α＝�75となり, 内的整合性に大きな問題はないと判

断された｡ 以下, これらの３尺度をまとめて ｢電子メー

ルに対する意識尺度｣ と呼ぶ｡

3.3 電子メールに対する意識尺度の平均値の比較

再編した各尺度における項目の平均値を求めたところ,

利点認識では ｢遠くにいる人とのコミュニケーション｣

(3�67), 欠点認識では ｢メールによる悪質な被害やトラ

ブル｣ (3�54), マナー意識では ｢絵文字や顔文字等の使

用｣ (3�51) がそれぞれ最上位項目であった (表４)｡

各尺度の男女別, 学年別の平均値を表５に示す｡ 性別

×学年の二元配置分散分析を行ったところ, 性の主効果

が有意であり, いずれの尺度においても, 男子に比べ女

子の水準が有意に高くなった (利点認識：�(1�652)＝10�11�

���01�欠点認識：�(1�652)＝28�53����01, マナー意識： �

(1�652)＝49�48����01)｡ このことから, 女子は男子に比べ

て, 電子メールの利点や欠点, 使用時のマナーなどにつ

いて強く意識している傾向が示唆された｡ また, 各尺度

共に学年の主効果も有意であった｡ ���法による多重

比較の結果, 利点認識では１年生の平均値 (3�39) が３

年生 (3�21) に比べて有意に高くなった (�(２�652)＝6�69��

��01)｡ 逆に欠点認識では, ３年生の平均値 (3�15) が

１・２年生 (共に3�01) に比べて有意に高くなった (�

(２�652)＝3�37����01)｡ 一方, マナー意識では２年生の平

均値 (3�33) が, １年生 (3�41) 及び３年生 (3�44) に

比べて有意に低くなる 	字傾向が認められた (�(２�652)

＝3�45����01)｡ このことから, 高学年ほど, 電子メー

ルに対する利点認識が低下すると共に, 欠点認識が上昇

する傾向が認められた｡ マナー意識が	字傾向を示し

たのは, ２年生という時期が, このような利点・欠点認

学校教育学研究, 
��
, 第

巻��

表４ ケータイメールに対する意識尺度各項目の平均値と標準偏差 (全体)
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識の転換する時期であるためではないかと考えられる｡

一方, 電子メールに対する意識各尺度の平均値を利用

状況別に比較した｡ その結果, 使用頻度の多い生徒 (多

群：3�39, 少群：3�12, �(656)＝3�75����01), トラブル経

験の多い生徒 (多群：3�47, 少群：3�29, �(656)＝2�39���

�05), 重要性認識の強い生徒 (強群：3�61, 弱群：3�21,

�(416)＝6�43����01) ほど, それぞれ利点認識が強くなる

傾向が認められた｡ しかし, 欠点認識とマナー意識には

同様の関連性はいずれも認められなかった｡ このことか

ら, 電子メールでトラブルを経験しながらもその重要性

を認識し, より頻繁に利用するヘビーユーザほど, 電子

メールの利点を強く認識していることが示された｡

3.4 マナー意識に及ぼす利点・欠点認識の影響

電子メールに対する利点や欠点の認識がマナー意識の

形成にどのような影響を及ぼしているかについて, 図１

に示すモデルに基づき, マナー意識を基準変数, 利点認

識及び欠点認識を説明変数とする重回帰分析を行った｡

その結果を表６～８に示す｡

まず, 全体では有意な重相関係数�＝�42が得られ,

利点認識 (β1＝�23) に対して欠点認識 (β2＝�32) の

影響力が相対的に若干強い傾向が認められた｡ 学年別

(１年：�＝�43, ２年：�＝�39, ３年：�＝�43), 使用経

験年数別 (４年以上群：�＝�40, ３年以下群：�＝�43),

トラブル経験別 (多群：�＝�41, 少群：�＝�41), 重要

性認識別 (高群：�＝�38, 低群：�＝�43) に重回帰分析

を行ったところ, いずれも同様の傾向が認められ, これ

らの要因は利点・欠点認識の影響力のバランスに顕著な

影響は与えていなかった｡

しかし, 男女別に重回帰分析を行ったところ, 男子で

は利点認識の影響力 (β1＝�19) が相対的に低く, 女子

では両者がほぼ同等の影響力を示した (利点認識β1＝

�25, 欠点認識β2＝�26)｡ また, 使用頻度別に重回帰分

析を行ったところ, 使用頻度多群の生徒では利点認識

(β1＝�23), 欠点認識 (β2＝�31) の影響力が全体と同

様の傾向を示したが, 使用頻度少群の生徒では利点認識

の影響力が消失し, 欠点認識 (β2＝�40) のみの影響力

が認められた｡

さらに, 使用頻度×トラブル経験のクロス集計を行い,

群別に重回帰分析を行ったところ, 使用頻度が多くかつ

トラブル経験の多い生徒 (�＝117) では利点認識 (β1

＝�36) の影響力が欠点認識 (β2＝�27)の影響力よりも

相対的に強いのに対して, 使用頻度が多くかつトラブル

経験の少ない生徒 (�＝377) では利点認識 (β1＝�22)

の影響力が欠点認識 (β2＝�32) の影響力よりも相対的

に弱くなった｡ また, トラブル経験×性別のクロス集計

を行い, 群別に重回帰分析を行った結果, トラブル経験

の少ない女子では利点認識の影響力 (β1＝�27) が欠点

認識の影響力 (β2＝�22) よりも相対的に強まると共に,

トラブル経験の多い男子では利点・欠点認識のマナー意

識に対する影響力が全て消失した (利点認識�＝�32���)｡

その他の項目についても同様にクロス集計を行い群別に

電子メールに対する利点・欠点認識がマナー意識の形成に及ぼす影響 
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図１ マナー意識に対する利点・欠点認識の影響力に関する分析モデル

表６ マナー意識に対する利点・欠点認識の影響力 (重回帰分析)
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重回帰分析を行ったが, いずれも全体と同様の傾向が示

され, 上記のような特徴的な傾向は認められなかった｡

これらのことから, 全体として, 電子メールに対する

マナー意識の形成には, 電子メールの利点や欠点を生徒

がバランスよく認識することが重要であると示唆された｡

しかし, 性別や使用状況によって影響力のバランスに差

異が生じていることも明らかとなった｡ 特に, 使用頻度

の少ない生徒において利点認識の影響力が消失し, 欠点

認識の影響力のみが強まることは, ライトユーザにとっ

てはトラブルの危険性に対する不安感からマナーの遵守

に意識が向きやすいためではないかと考えられる｡ しか

し, 使用頻度が多くかつトラブル経験の多いヘビーユー

ザの生徒において, 逆に利点認識の影響力が強まったこ

とは, 電子メールによるトラブルをできる限り避けなが

ら, その便利さを享受し続けるためにマナーに配慮しよ

うとする意識が働くためではないかと考えられる｡ また,

トラブル経験の多い男子において利点・欠点認識の影響

力が弱まったのは, メディアの特性を踏まえた使用上の

配慮が全くできていないことを意味している｡ 逆に言え

ば, このような使用上の配慮の不足が少なからずトラブ

ルの原因を生み出している可能性があると考えられる｡

４. まとめ
以上, 本研究では, 高校生の携帯電話を用いた電子メー

ルの使用に対する利点認識, 欠点認識, マナー意識の関

連性を把握することができた｡ 本調査の条件内で得られ

た知見を以下に整理する｡

� ｢電子メールに対する意識尺度｣ として利点認識９

項目, 欠点認識８項目, マナー意識８項目からなる

測定尺度を構成することができた｡
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表７ ケータイメールの利用状況別に見たマナー意識に対する利点・欠点認識の影響力

表８ ケータイメールの利用状況をクロス集計した場合のマナー意識に対する利点・欠点認識の影響力(重回帰分析)
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� 電子メールに対する意識を性別間で比較したところ,

男子に比べ女子の方が利点認識, 欠点認識, マナー

意識のいずれに対してもより強く意識している傾向

が認められた｡

� 電子メールに対する意識の学年間の推移傾向を検討

したところ, 高学年になるほど利点認識が低下する

と共に, 欠点認識が上昇する傾向が認められた｡ こ

れに対して, マナー意識は２年生でその水準が低下

する�字傾向を示した｡

� 電子メールの利用状況と意識との関連性について検

討したところ, 使用頻度の多い生徒, トラブル経験

の多い生徒, 重要性認識の強い生徒ほど, それぞれ

電子メールに対する利点認識が強くなる傾向が認め

られた｡

� 電子メールの利点・欠点認識がマナー意識の形成に

及ぼす影響を検討したところ, 全体では利点・欠点

認識の両者が共にマナー意識の形成に因果していた｡

しかし, 性別, 使用頻度の違い, トラブル経験の有

無等によって, マナー意識への影響力に差異が生じ

ていた｡

� 特に, 使用頻度の少ない生徒では利点認識の影響力

が弱まる一方, 使用頻度が多くかつトラブル経験の

多いヘビーユーザの生徒においては逆に利点認識の

影響力が強まる傾向がそれぞれ示された｡

今後は, 本研究で得られた生徒の実態の背後にある心

理的・内面的な要因の影響についてさらに詳細な検討を

行っていく必要があろう｡ また, 本研究で得られた知見

に基づき, 高校情報科における情報モラル指導のあり方

についても実践的に検討していく必要があると考えられ

る｡ これらについては今後の課題とする｡
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